
― 30年以上の長きにわたり、プロデューサーやベーシストとして音楽業界の第一線でご活躍されていますが、この世界に

入ったきっかけをお聞かせいただけますか。

亀田：小学生の頃から音楽が大好きで、将来は音楽に関わる仕事がしたい
と思っていました。バンド、バックミュージシャン、制作担当、ミキシングエ

ンジニア‐‐職種は問わず、とにかく何でもいいから音楽に関わりたかった

んです。教育熱心な家庭で育ち進学校に進みましたが、大学時代にはバン

ドを組んだり、自宅録音をしたり、オーディションやコンテストに自作デモテー

プを送るようになりました。

そのデモテープがコンテストでグランプリや最優秀作曲賞、最優秀編曲賞を

受賞するようになって、「この調子でこのままデビューできる！」と思ってい

たら、デビューしていくのはボーカルだったり、容姿端麗なドラマーだったりと、厳しい現実をつきつけられました。「まあ、亀ちゃ

んも勉強がてらスタジオに遊びに来たら？」と、もののついでに言われたりして。作曲も僕、作詞も僕、アレンジも僕、演奏も僕、

それでも僕はアーティストとしてカウントしてもらえないのだと、24 歳ぐらいで自覚したわけです。ずいぶん悔しい思いを味わ

いました。

でも、そこで僕はくさらずに、いろんな現場に出向いて“プロの仕事場”を見学することにしたんです。するとミュージシャンやボー

カルを裏で支える音楽の仕組み、例えばディレクター、エンジニアの仕事ぶりがとにかくおもしろかった。そして「ここで起き

ていること全部に関わりたい」と思うようになりました。

　

表舞台にはない「堅実な仕事」が、確かな実力につながった

数々のヒット曲を生み出してきたJ-POP界のヒットメーカー亀田誠治さん。椎名林檎、平井堅、GLAY、いきものがかりなど人気アー

ティストのプロデュースやアレンジを手がけ、多くのミュージシャンから“師匠”と崇められている存在だ。新しいテクノロジーやサー

ビスの登場により音楽業界は大きく変化してきたが、ごく自然に肯定的に受け止め、変わらぬ情熱で音楽制作に取り組み続ける。

下積み時代の経験と、そこで得た技術を生かし、「いい音楽を作る」というゆるぎない仕事観と変化に適応するはたらき方は、

ビジネスパーソンにとっても至極、参考になるに違いない。

自分なりに考え出した生活スタイルです。夜遅くまで頑張るより朝早く起きたほうが、体内時計をもとに戻すのも楽なんですよ。

― 若い世代のスタッフやミュージシャンとも幅広くお仕事をされていますが、仕事をする上で伝えたいこと、アドバイスなどは

ありますか。

亀田：心と体が壊れない程度に、ゆるやかに頑張ることですね。やるべき時には頑張って休むべき時には休む、メリハリのあ
る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ
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る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ

「自分から白旗を上げる必要はない」、困難な局面をプラスと捉える
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― 30年以上の長きにわたり、プロデューサーやベーシストとして音楽業界の第一線でご活躍されていますが、この世界に

入ったきっかけをお聞かせいただけますか。

亀田：小学生の頃から音楽が大好きで、将来は音楽に関わる仕事がしたい
と思っていました。バンド、バックミュージシャン、制作担当、ミキシングエ

ンジニア‐‐職種は問わず、とにかく何でもいいから音楽に関わりたかった

んです。教育熱心な家庭で育ち進学校に進みましたが、大学時代にはバン

ドを組んだり、自宅録音をしたり、オーディションやコンテストに自作デモテー

プを送るようになりました。

そのデモテープがコンテストでグランプリや最優秀作曲賞、最優秀編曲賞を

受賞するようになって、「この調子でこのままデビューできる！」と思ってい

たら、デビューしていくのはボーカルだったり、容姿端麗なドラマーだったりと、厳しい現実をつきつけられました。「まあ、亀ちゃ

んも勉強がてらスタジオに遊びに来たら？」と、もののついでに言われたりして。作曲も僕、作詞も僕、アレンジも僕、演奏も僕、

それでも僕はアーティストとしてカウントしてもらえないのだと、24 歳ぐらいで自覚したわけです。ずいぶん悔しい思いを味わ

いました。

でも、そこで僕はくさらずに、いろんな現場に出向いて“プロの仕事場”を見学することにしたんです。するとミュージシャンやボー

カルを裏で支える音楽の仕組み、例えばディレクター、エンジニアの仕事ぶりがとにかくおもしろかった。そして「ここで起き

ていること全部に関わりたい」と思うようになりました。

　

自分なりに考え出した生活スタイルです。夜遅くまで頑張るより朝早く起きたほうが、体内時計をもとに戻すのも楽なんですよ。

― 若い世代のスタッフやミュージシャンとも幅広くお仕事をされていますが、仕事をする上で伝えたいこと、アドバイスなどは

ありますか。

亀田：心と体が壊れない程度に、ゆるやかに頑張ることですね。やるべき時には頑張って休むべき時には休む、メリハリのあ
る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ

「孤聴化」という多様化の中でも変わらない、魅力のアーカイブ

コラム
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― 30年以上の長きにわたり、プロデューサーやベーシストとして音楽業界の第一線でご活躍されていますが、この世界に

入ったきっかけをお聞かせいただけますか。

亀田：小学生の頃から音楽が大好きで、将来は音楽に関わる仕事がしたい
と思っていました。バンド、バックミュージシャン、制作担当、ミキシングエ

ンジニア‐‐職種は問わず、とにかく何でもいいから音楽に関わりたかった

んです。教育熱心な家庭で育ち進学校に進みましたが、大学時代にはバン

ドを組んだり、自宅録音をしたり、オーディションやコンテストに自作デモテー

プを送るようになりました。

そのデモテープがコンテストでグランプリや最優秀作曲賞、最優秀編曲賞を

受賞するようになって、「この調子でこのままデビューできる！」と思ってい

たら、デビューしていくのはボーカルだったり、容姿端麗なドラマーだったりと、厳しい現実をつきつけられました。「まあ、亀ちゃ

んも勉強がてらスタジオに遊びに来たら？」と、もののついでに言われたりして。作曲も僕、作詞も僕、アレンジも僕、演奏も僕、

それでも僕はアーティストとしてカウントしてもらえないのだと、24 歳ぐらいで自覚したわけです。ずいぶん悔しい思いを味わ

いました。

でも、そこで僕はくさらずに、いろんな現場に出向いて“プロの仕事場”を見学することにしたんです。するとミュージシャンやボー

カルを裏で支える音楽の仕組み、例えばディレクター、エンジニアの仕事ぶりがとにかくおもしろかった。そして「ここで起き

ていること全部に関わりたい」と思うようになりました。

　

自分なりに考え出した生活スタイルです。夜遅くまで頑張るより朝早く起きたほうが、体内時計をもとに戻すのも楽なんですよ。

― 若い世代のスタッフやミュージシャンとも幅広くお仕事をされていますが、仕事をする上で伝えたいこと、アドバイスなどは

ありますか。

亀田：心と体が壊れない程度に、ゆるやかに頑張ることですね。やるべき時には頑張って休むべき時には休む、メリハリのあ
る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ
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― 30年以上の長きにわたり、プロデューサーやベーシストとして音楽業界の第一線でご活躍されていますが、この世界に

入ったきっかけをお聞かせいただけますか。

亀田：小学生の頃から音楽が大好きで、将来は音楽に関わる仕事がしたい
と思っていました。バンド、バックミュージシャン、制作担当、ミキシングエ

ンジニア‐‐職種は問わず、とにかく何でもいいから音楽に関わりたかった

んです。教育熱心な家庭で育ち進学校に進みましたが、大学時代にはバン

ドを組んだり、自宅録音をしたり、オーディションやコンテストに自作デモテー

プを送るようになりました。

そのデモテープがコンテストでグランプリや最優秀作曲賞、最優秀編曲賞を

受賞するようになって、「この調子でこのままデビューできる！」と思ってい

たら、デビューしていくのはボーカルだったり、容姿端麗なドラマーだったりと、厳しい現実をつきつけられました。「まあ、亀ちゃ

んも勉強がてらスタジオに遊びに来たら？」と、もののついでに言われたりして。作曲も僕、作詞も僕、アレンジも僕、演奏も僕、

それでも僕はアーティストとしてカウントしてもらえないのだと、24 歳ぐらいで自覚したわけです。ずいぶん悔しい思いを味わ

いました。

でも、そこで僕はくさらずに、いろんな現場に出向いて“プロの仕事場”を見学することにしたんです。するとミュージシャンやボー

カルを裏で支える音楽の仕組み、例えばディレクター、エンジニアの仕事ぶりがとにかくおもしろかった。そして「ここで起き

ていること全部に関わりたい」と思うようになりました。

　

自分なりに考え出した生活スタイルです。夜遅くまで頑張るより朝早く起きたほうが、体内時計をもとに戻すのも楽なんですよ。

― 若い世代のスタッフやミュージシャンとも幅広くお仕事をされていますが、仕事をする上で伝えたいこと、アドバイスなどは

ありますか。

亀田：心と体が壊れない程度に、ゆるやかに頑張ることですね。やるべき時には頑張って休むべき時には休む、メリハリのあ
る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ

チームワークを向上させる秘策は、認め合ってチームの熱量を上げること
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― 30年以上の長きにわたり、プロデューサーやベーシストとして音楽業界の第一線でご活躍されていますが、この世界に

入ったきっかけをお聞かせいただけますか。

亀田：小学生の頃から音楽が大好きで、将来は音楽に関わる仕事がしたい
と思っていました。バンド、バックミュージシャン、制作担当、ミキシングエ

ンジニア‐‐職種は問わず、とにかく何でもいいから音楽に関わりたかった

んです。教育熱心な家庭で育ち進学校に進みましたが、大学時代にはバン

ドを組んだり、自宅録音をしたり、オーディションやコンテストに自作デモテー

プを送るようになりました。

そのデモテープがコンテストでグランプリや最優秀作曲賞、最優秀編曲賞を

受賞するようになって、「この調子でこのままデビューできる！」と思ってい

たら、デビューしていくのはボーカルだったり、容姿端麗なドラマーだったりと、厳しい現実をつきつけられました。「まあ、亀ちゃ

んも勉強がてらスタジオに遊びに来たら？」と、もののついでに言われたりして。作曲も僕、作詞も僕、アレンジも僕、演奏も僕、

それでも僕はアーティストとしてカウントしてもらえないのだと、24 歳ぐらいで自覚したわけです。ずいぶん悔しい思いを味わ

いました。

でも、そこで僕はくさらずに、いろんな現場に出向いて“プロの仕事場”を見学することにしたんです。するとミュージシャンやボー

カルを裏で支える音楽の仕組み、例えばディレクター、エンジニアの仕事ぶりがとにかくおもしろかった。そして「ここで起き

ていること全部に関わりたい」と思うようになりました。

　

自分なりに考え出した生活スタイルです。夜遅くまで頑張るより朝早く起きたほうが、体内時計をもとに戻すのも楽なんですよ。

― 若い世代のスタッフやミュージシャンとも幅広くお仕事をされていますが、仕事をする上で伝えたいこと、アドバイスなどは

ありますか。

亀田：心と体が壊れない程度に、ゆるやかに頑張ることですね。やるべき時には頑張って休むべき時には休む、メリハリのあ
る働き方が今の時代は大事だと思います。無理のない範囲で本業以外に興味のあることに取り組んだり、ダブルワークもいい

んじゃないですか。さまざまな角度から社会や物事を見る機会を持つことで、本業にも良いフィードバックが期待できると思い

ます。同時に、社会人として常に信用される人であること。挨拶から始まり、失敗したら素直に「ごめんなさい」と謝罪して

リカバリーに注力するとか、時間や締切を守るなど、社会人としての常識は身につけておく必要はあります。

それから、仕事がうまくいかなかったり失敗した時に、上司や周囲から厳しい言葉をかけられることもあると思いますが、あく

までも仕事上での失敗を指摘されているのであって、自分自身が否定されているのではないことを忘れないでください。僕は

いつも「ミスを憎んで人を憎まず」と言っているんです。バンドをやっていたら、ミスや失敗なんてしょっちゅうありますからね。

― 最近ではアイナ・ジ・エンドやヤバイTシャツ屋さんといった、若いアーティストとのコラボレーションを全力で楽しんでいらっ

しゃるようにお見受けします。

亀田：よく「若い者にはまだまだ負けない」なんて言う人がいますが、「若い世代には常に負けている」というのが僕の持論
です（笑）。やっぱり新しいものを生み出すのは若い世代であり、最後に勝つのは若者だと思うんです。僕は自分が持ってい

る知識や技術を全て次世代に渡していきたいとも考えているので、若い世代とも積極的に向き合っています。

音楽ストリーミングサービスや配信サイトの登場で、個人のアマチュアでも楽曲を世界に向けて配信できるようになり、今や音

楽コンテンツ産業は全世界と地続きです。新しいプラットフォームを活用して彼らが世界に羽ばたいていくのは間近だと思うし、

流入してくるコンテンツの多様性を受け入れるのも彼らは早い。僕たちベテラン世代も、そういう柔軟性は見習いたいですね。

そんな僕でも今はもうCDを買わなくなって、Spotify やApple Musicなどの定額ストリーミングで音楽を聴くようになりました。

定額料金を徴収して音楽ストリーミングを提供するというサブスクリプションモデルを素晴らしいとも思っています。なぜならロ

ングテールだから、古い音楽から新しい音楽まで、膨大なライブラリーをいつでもどこでも体験できるようになります。

ただ、個人のスマホアプリでヘッドフォンで聴くスタイルになってから、みんなで音を聴くという習慣は圧倒的に減ったと思いま

す。僕は「孤聴化」と呼んでいるんですが、それも音楽への入り口や聴き方が多様化しただけと考えれば、悲観するような変

化ではないと思います。

ただ、こうして聴き方が変わる中で「誰もが自由に音楽を楽しめる場をつくりたい」、例えばニューヨークのセントラルパークでは、

夏の間ずっと無料コンサートが楽しめますが、日本でもそうした親子孫３世代でさまざまな音楽を聴いて楽しめる文化を根付か

せたいという思いから、東京の中心・日比谷で入場無料の『日比谷音楽祭』を開催することになりました。異なる世代がボーダー

レスに音楽と触れ合い、音楽を応援する人が増えていってほしい、新しい音楽の入り口になってほしい、そんな願いも込めて

企業からの協賛金、行政からの助成金、一般のサポーターからのクラウドファンディングで開催する、みんなで作る音楽祭です。

― 音楽の聴き方が変わることで、作り方も変わりましたか？

亀田：僕は変えていません。曲作りで意識しているのは、ミュージシャンがどれだけいい音でいい演奏をしているか、その一
点だけです。ただ、聴き方が変わることでミリオンヒットが生まれにくくなり、流通量の減少によって音楽業界で動くお金の規

模は 10 年前に比べてもかなり縮小しています。その影響で制作費が削られ、スタジオを使わずにコンピューターでレコーディ

ングする方法が世界中で主流になっていると思います。

誰もがコンピューターを使い、コンピューターに搭載された音を使って曲作りをして、制作過程が似てきているので、肌触りが

似た音楽が増えてきましたね。

― 亀田さんはプロデューサーとして、どのようにアーティストや楽曲の魅力を引き出すのでしょうか。

亀田：まず、自分自身が魅力的なアーカイブをたくさん持っていないと、他人の魅力は引き出せません。僕は本当に幼少の頃
から音楽が大好きで、ヒットチャートを欠かさずチェックし、そこから関連するアーティストや楽曲をさらに掘り起こしていく作

業も楽しんでやっていましたから、とにかく自分の中にたくさんの音楽的アーカイブがあるんです。ポップス、ロック、クラシッ

クもジャズも、ジャンルを問わずに膨大な蓄積があるからこそ、アーティストや楽曲の魅力を見逃さずに「これ、いいね」と言

えると思うんです。

もう一つ、魅力を引き出すためにはアーティストの話をよく聞くこと。プロデューサーの仕事の半分はヒアリングです。

― アーティストやミュージシャンの方は、どちらかというと言葉よりも感性を重視するイメージがありますが、言葉の行き違い

が生じることはありませんか。

亀田：本人が言っていることをよく聞いていると、おもしろいことに、自分がこの人と何をやりたいのか分かってくるんです。
まず相手からパスを受け取って、それを大きくスルーパスしようか、それとも小刻みにパスをつないでいくほうがいいか、みた

いなことが話を聞くことでだんだんと見えてくる。だから、じっくり話を聞くことが楽しくて仕方ないですね。

― 音楽制作の現場ではチームワークも重要だと思いますが、よりよいチームワークで作品作りをするために工夫されていること

はありますか。

亀田：組みたいチームを自分から作ること。そこは妥協しません。参加して
ほしいミュージシャンは第一候補だけに声をかけます。その人のスケジュー

ルが合うまでやらない。高飛車に聞こえるかもしれませんが、こちらがそれ

だけの情熱を持って依頼すると先方もスケジュールをなんとか合わせてくれ

るんです。エンジニアやコンサートスタッフでも同じです。「あなたとやりたい」

ということを、情熱を持って表明します。チームワークを良くするためには、

信頼できるチームづくりが必要なので、妥協しない布陣を敷くことが大事な

んです。

あとは、チームの新陳代謝を止めないように、若い世代や初めて組むメンバーのことも、きちんと認めること。本当に合わな

い場合は、いずれ自然と離れることになりますから、その時は深追いをしません。

チームとして動き出したら、良いアウトプットを出している人に対して、必ず「いいね！」というメッセージを発信するよう意識

しています。そうすることで組織の熱量が上がるんですよ。一般的に組織で動こうとすると、みんな「これがダメ、あれがダメ」

と文句ばかり言い合うんですよね。僕もダメ出しはしますが、同時に代案を出します。「何か違う」という言い方をすると、改

善を要する点が正確に伝わらないので避けるようにしています。

― チームワークの他に、働き方において大事にされていることはありますか。

亀田：僕の仕事は大きく分けて２つ。ライブ演奏も含め音楽制作の「現場」に立つことと、プロデューサーとしてさまざまな
立場の人と会って話すこと。歳を重ねるごとに組織をコントロールする立場になったり、テレビやラジオの番組を持ったりした

ことで後者の時間も増えてきました。ただでさえ１日の現場が２本立て、３本立てといった具合なので、宿題は持ち越さないよ

う朝のうちに済ませてしまいます。

例えばメールのチェックと返信や、その日の仕事の下準備などは早起きして片付けてしまいます。「あれをやっておかないとい

けない」というタスクは終わらせているので、現場で余計なことを考えずに集中できるんです。僕はレコーディング中に、自分

のPCやスマホを開くことはしません。アーティストが真剣勝負をしているのだから、僕もその時間は相手との仕事に集中する。

宿題を済ませているからこそできるんですね。

だからといって無理をしているわけではありません。徹夜はしないようにして、体内時計が狂わないように朝は決まった時間

（5 時～7 時）に起きるようにしています。職業柄、体内時計を壊してしまい心身ともに疲弊した人をたくさん見てきているので、

とはたまにありますけど、嫌な仕事は一つもないんです。例えば、音楽畑ではないクライアントの方と話していると、音楽的で

はない発言が出てくることもありますが、それを的外れだとは思わずに「そういう視点があるのか」と興味深く聞いています。

どんな状況も好奇心を持って臨むと、自分にとってプラスになるんですよね。

椎名林檎さんとの出会いもそうでした。椎名さんの楽曲は個性が強く歌詞も文学的で、デビュー前には「どうやって活かした

らいいかわからない」と言われていたんですが、「亀ちゃんだったら一緒に作品づくりができそうだから、会ってみない？」と

彼女を紹介されました。椎名さんは初めからおもしろくて「マライア・キャリーが好き、サウンド・オブ・ミュージックも好き、ザ・

ピーナッツも好き」と、洋楽も邦楽も関係なく、自分の感性で良いと思ったものは全部受け入れるところが、僕と波長が合う

なと思ったんです。僕も彼女もマーケットを意識するよりも、自分のクリエイティブの軸や、やりたいことを大事にするタイプ。

白旗を上げることなど考えもせず、この子となら何かできると思って椎名さんと作品作りを始めました。

― そして、プロデューサーの扉が開いたわけですね。

亀田：やっていることはアマチュア時代と同じだと思います。アーティストとミュージシャンを信じて、全人生を使って今までに
ないものを生み出してゆく。椎名さんも同じ価値観で、ジャンルの枠を超えて「カッコいい」と思ったものを圧倒的な個性で

表現してくれました。そうして生まれた作品によって、音楽プロデューサーとして認められるようになったんです。

― それ以来、本当に数多くのアーティストをジャンルに関わらず手がけていらっしゃいます。

亀田：僕はジャンルにこだわりません。椎名林檎のプロデュースもするけど、アイドルや若いバンドのプロデュースもします。自
分の中にある基準としては、アーティストや楽曲が心に響いて、世の中に届けたいと思うかどうか。それだけです。

ジャンル分けをして垣根を作ってしまうと、誰かを傷つけることもあるし、自分自身が損をすることもある。僕は多様性を大事

にしたいと思っていて、音楽に対しても、そういった姿勢で取り組んでいます。

― 亀田さんが音楽業界に入られた頃から 30 年の間に、音楽を取り巻く環境は大きく変わりました。フェス形式のライブイベ

ントが定着し、AKB48 のようなアイドルが登場し、そして音楽の聴き方もCD からダウンロード購入や定額ストリーミングに移

行してきましたが、そのような変化をどう受け止めておられますか。

亀田：悪い方向への変化は何も起きていないと感じているし、このように変化していくことを
僕はごく自然に受け止めています。子供の頃、我が家にカセットテープレコーダーがやってき

た時は、なんて楽しいものがあるんだろうと喜びましたし、アナログレコードから CD になっ

た時も、いい音になったと感動して、500 枚ほど持っていたレコードを全部処分したくらい

です。

― 具体的には、何をしたのですか。

亀田：まず、受賞という形で認められていたデモテープ作りに集中しました。それをコツコツと2 年ほど続けていたら、僕の
楽曲がアーティストのシングルやアルバム収録曲として採用されるようになってきたんです。すると次はアレンジ（編曲）を頼ま

れるようになりました。同じ現場で一緒に作業をしていると、だんだんとディレクターに意見も言えるようになり、「このサビはコー

ラスが入ったほうがいいですよ。僕、試しに作ってきました」などとアイデアを出したりするうちに、「じゃ、次のアルバムは亀ちゃ

んが全部やってみてよ」という話になり、それが音楽プロデュースの道につながっていきました。

― 演奏よりも作曲、編曲の依頼が先だったのですね。

亀田：ほぼ同時でした。作曲、編曲を任されるようになると「亀ちゃんをチー
ムに入れると、なんかいい感じだね」と言っていただくようになり、安定し

て声がかかるようになりました。どうも僕は楽観的なところがあって、その

場のムードを明るくしているらしいんです。アマチュア時代の知人がその噂

を聞きつけ、シンガーソングライターの崎谷健次郎さんのツアーにベーシスト

として誘ってくれたことで、プレイヤーとしてのキャリアもスタートしました。

20 代半ばまでアマチュアの無名でしたが、26 歳で作曲家、編曲家、プレー

ヤーの扉が一度に開いたわけです。

僕より先に華々しくデビューしていった仲間と比べたら、扉が開かない期間は長かったんですが、いったん扉が開いたら、

CoCo というアイドルグループの編曲でいきなりチャートの上位に食い込みました。一流の制作マンやミュージシャンと毎日向き

合うような状況に、飛び級で上がってしまった感覚です。

― 飛び級で環境が急変して、ご苦労はありませんでしたか。

亀田：僕はわりと、どんなことでも面白がってやれるタイプなんです。アマチュアの時からプロになっても、人に使われること
が楽しくて（笑）。指示されたら想像以上のアウトプットで返してやろうという気持ちでやっていたので、楽しんでやっていました。

もちろん、常に楽観的でいられたわけではありません。崎谷健次郎さんのツアーメンバーに抜擢された時は、他のメンバーが

大先輩や超一流のミュージシャンだったので、自分のプレーが下手過ぎて、毎日落ち込んでいました。それで「僕には荷が重い。

無理だ」と思って、崎谷さんに辞めたいと言いに行こうとしたのです。そしたら逆に、「ちょうど今、ベースが最高だねってバ

ンドのメンバーみんなで話していたんだよ」と言われたんです。

この経験から皆さんにお伝えしたいのは「自分から白旗を上げる必要はない」ということ。自己評価が低かったとしても、他

人はそう捉えていないこともあります。それ以降、僕は自分からプロジェクトを降りたことがありません。それに、しんどいこ

プロフィール
亀田誠治（かめだ・せいじ）
1964年ニューヨーク生まれ。早稲田大学卒業。音楽プロデューサー／作曲家／編曲家／ベーシスト。2007年第49回、

2015年第57回日本レコード大賞・編曲賞を受賞。ミリオンディスク4作品、プラチナディスク44作品、ゴールドディスク66

作品がそれぞれ認定されている。今年新たに開催するフリーイベント「日比谷音楽祭」ht tps://hib iyamusic fes .jp

（2019年6月1,2日）では実行委員長として全体プロデュースを行う。現在（2019年6月2日迄/一部5月15日）クラウド

ファンディングで支援者募集中！https://www.securite.jp/project/hibiya
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